















































































































































































































































非行少年群は、2000 年から 2004 年までに X および Y 少年鑑別所に
入所し、風景構成法を実施した男子少年のうち精神障害を有する者を
除いた 50 名であった。非行少年群の平均年齢は 17.2 歳(SD=1.5)であ
り、新田中 B 式集団知能検査による知能指数の平均値は 93.0(SD=14.9)
であった。
高校生群は少年鑑別所とそれぞれ同じ県内にある高等学校 3 校の男
子生徒 69 名であり,平均年齢 15.5 歳(SD=.5)であった。知能指数のデ
ータは得られなかった。分析結果の公表については、非行少年群にお





























































































































































































































A 県職業訓練校学生 67 名（男 53、女 14）および A 県内にある高校













































































男子非行少年群は、2011 年から 2013 年までにＺおよびＷ少年鑑別
所に入所し、風景構成物語法を実施した男子少年のうち、精神障害を
有する者を除いた 47 名であり、平均年齢 17.1 歳(SD=.5)であった。新
田中Ｂ式知能検査による知能指数の平均値は 94.9（SD=11.6）であっ


































































































































































































事例研究においては合計 7 事例を取り上げる。事例 1、事例 2 の 2
事例は、面接を含め比較的長期間かかわった事例である。事例 3 から



























































































































2 回）（入院後 3 か月）の平均得点が、少年鑑別所での描画、少年院で





だし、少年鑑別所での描画、少年院での描画（第 1 回）（入院後約 1 か
月）は画面全体にアイテムが描かれているが、少年院での描画（第 2
回）（入院後約 3 か月）は画面左側にアイテムが偏っている。むしろ、







































































果は、各指標について少年院での描画（第 2 回）（入院後約 3 か月）の
平均は、少年鑑別所での描画の平均より有意に大きかった。少年鑑別
所での描画と少年院での描画（第 1 回）（入院後約 1 か月）、少年院で






















































































































2 回）（入院後約 4 か月）の平均および少年院での描画（第 3 回）（入
院後約 5 か月）の平均は、少年院での描画（第 1 回）（入院後約 1 か月）
の平均よりも有意に大きかった。少年院での描画（第 1 回）と少年院




































































なかった。事例 5 で考察したとおり、少年院での描画（第 1 回）（入院
後約 1 か月）、少年院での描画（第 2 回）（入院後約 4 か月）、少年院で
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